
発行／平
成30年4

月　飯塚
市立岩1

730の5
 嘉穂東高

等学校同
窓会

福岡県立
嘉穂東高

等学校同
窓会報

特別版

●同窓会公式ホームページアドレスは　http://kahohigashi-doso.net です。
同窓会公式ホームページでは、同窓生の活躍や同期会の案内など皆様からの情報をお待ちしております。

年会費について
　現在、母校では生徒数が減少し会費収入は以前と比べて減少しております。
加えて、学校の教育活動の充実のために県に予算要求を重ねておりますが、
県の予算も逼迫しているのが実情で、同窓会から学校への物品購入にも支援
を行っております。さらに、成績優秀な生徒を対象に同窓会奨学金制度も創設
いたしました。
　平成27年より同窓会会員の皆様から年会費3,000円をご納入いただく事
が決定し、趣意書と振込用紙を封書にて会員の皆様に発送させていただいて
おります。同窓会のさらなる充実と財政基盤の確立、母校の発展のため、年会
費納入につきまして皆様のご理解ご協力をお願い申し上げます。

　今年で34回目を迎える飯塚国際車いすテニス大会。今年から男女シングルスの優勝者に天皇
杯・皇后杯が贈られることになりました。両賜杯は2018年4月16日～5月18日まで市役所1階ロ
ビーに飾られ、一般の方も自由に見学できます。
　飯塚国際車いすテニス大会は、1985年障害者の社会復帰と車いすテニスの普及を目的に、毎
年5月14日～19日、筑豊ハイツで開催されます。地元の飯塚ロータリークラブなどが主催し、2004年には世界四大大会に次ぐアジア
で唯一のスーパーシリーズ（SS）に昇格。男女シングルスメインで2006年からは国枝慎吾選手が6連覇、2013年からは上地結衣選手
が5連覇を果たすなど国内勢が活躍しています。大会は競技用の車いすの運送や通訳、ボールパーソンなど延べ２千人以上の市民ボ
ランティアが運営に携わる「イイヅカ方式」が特徴です。

　2017年12月22日、国道201号飯塚庄内田川バイパス（飯塚市弁分－田川市弓削田、9.7㎞）で、筑
豊烏尾トンネル（約1.5㎞）を含む3.5キロの4車線工事が終わり、完全４車線化されました。この日から
供用開始され、バイパスの所要時間は、2車線だった開通当初の19分から13分に短縮されるそうです。
１日の交通量は平均約3万台で5年前に比べ5千台増加。４車線化により、多発する事故や渋滞の解消が
期待されます。バイパス開通を見据え、周辺に工業団地が造成され、2004年から2016年までに74社
が進出しました。

　昨年から飯塚警察署管内において不審電話が発生し、飯塚警察署からも注意喚起の依頼がありました。
今年になってからも発生しております。特に40才前後の母校卒業生の保護者・祖父母をターゲットにかかっている
ようです。卒業生の皆さんは、このような不審電話に充分注意するよう、親と情報交換をお願いいたします。
◆事案概要／平成29年に飯塚署管内で実際に被害にあった19件中、5件が嘉穂東高の卒業生宅であり、未遂
が14件（これも嘉穂東高）となっている。実際に被害にあった嘉穂東の５件の中で、300
万円の被害に遭われた方もいる。特に、高齢の女性を狙って電話をかけてくる。相手は、
息子・娘や兄弟・孫になりすまして詐欺電話をかけてくる。

ホームページのバナー広告募集について
　公式ホームページの維持・管理費や同窓会運営財源の確保、同窓生相互のコミュニティ等を図ることを目的として、卒業生が在籍する企
業・団体を対象に、バナー広告の掲載を承っております。掲載料は、年間10,000円（税込）と非常に安く設定いたしております。卒業生の皆
様にはぜひ、ご検討くださいますようお願い申し上げます。

飯塚トピックス
Iizuka Topics

平成30年1月23日（火）～26日（金）に
第2学年普通科の修学旅行が行われました。

飯塚国際車いすテニス大会に
天皇杯・皇后杯下賜

飯塚庄内田川バイパス完全４車線開通!!

同窓会からのお知らせ

国公立大学 10名
 福岡県立大学 3名
 北九州市立大学 3名
 福岡教育大学 1名
 高知大学 1名
 佐賀大学 1名
 山口大学 1名
私立大学（主要校） 216名
 西南学院大学 19名
 福岡大学 56名
 産業医科大学 1名
 京都外国語大学 3名
 関西外国語大学 2名
短期大学 14名
看護系専門学校 21名
 麻生看護大学校 10名
その他専門学校 55名
公務員 29名
就職  8名

　北海道登別でのスキー研修です。北海道の美しい雪景色に生徒たち
のテンションはとどまる所を知りません。朝日を浴びながらの歩行訓練。
パウダースノーはこけても平気、痛くもありません。スキーの腕前もど
んどん上達し、ゲレンデを気持ちよく滑れるようになり、笑顔が弾け飛んでいました。スキー研修が終わる
とホテルに戻り、北海道屈指の泉源、登別温泉で体を癒し夕食、研修（スキー講話）や生徒会企画など大い
に盛り上がりました。
　スキーの閉校式では、雪の中、応援団が気合いの裸足で指揮をとり校歌斉唱ならびにエールが行われ
ました。多くの方々の支えで充実した修学旅行になりました。
　2年生は、これから学校のリーダーとして、また夢の実現に向けて更なる飛躍をしてくれることでしょう。

3年生学年講演会
　平成29年12月7日（木）、行橋市
を拠点とするビーチサッカークラブ、
ドルソーレ北九州で代表兼選手を務
める岡本英雄さんを講師にお迎えし、
3年生学年講演会を開催しました。
　岡本さんは、今回の講演に向けて作成していただいた映像の中で「大
丈夫。きっとうまくいく」というメッセージや、「やりたいことを頑張れ」と
いう力強い言葉で、あと数ヶ月で本校を卒業していく3年生の背中を強
く押してくれました。3年生233名に、233通りの岡本さん直筆のメッ
セージもいただきました。自分に向けられたメッセージを見て、生徒たち
は大変感動していました。
　今回の岡本さんの講演で、『新しいことにチャレンジすること』『自分の

夢にチャレンジすること』そして『仲間
と支えあうこと』の大切さを感じること
ができた3年生は、卒業してそれぞれ
の道を歩んでいきます。この日、学ん
だことを忘れずに、自分の夢に向かっ
て突き進んでください。

　平成30年4月16日から4月18日、
夜須高原青少年自然の家で、新入生
による自立と協働を学ぶ体験活動が
行われました。この活動の目的は多
様な体験活動を通じて、集団生活に
おける規律正しい生活の大切さを学
ぶことや、生徒相互、教師と生徒と

の心の交流を図ることにより、相互理解と友情を深めることです。
　「集団行動訓練」「応援団による応援指導」「グループに分かれてのオ
リエンテーリング」「副校長先生の講話」などがありました。最初は不安
そうだった生徒たちも、時間が経つにつれ表情も柔らかくなり、また一方
で指導される中で凜とした表情を見せるようになりました。特に集団行
動訓練においては最終日にクラス対抗の発
表会が催され、それに向けてクラスが一丸
となる姿も見ることができました。
　生徒たちは、この3日間で大きく成長する
ことができました。嘉穂東高等学校第73回
生の今後の活躍にどうぞご期待ください！

自立と協働を学ぶ体験活動
平成29年度 同窓会入会式

東陵・特別版の発行にあたって

　卒業式の前日に、毎年同窓会入会式が開催されています。今年は223名の卒業生が晴れて同窓会の会員とな
りました。母校体育館は凛とした雰囲気で生徒たちの着席する姿勢も話を聞く態度も素晴らしいものがありまし
た。前田校長の挨拶に続いて、藤江同窓会会長からは、「30,000名を超える同窓生の中には海外で活躍してい
る方もいます、皆さんもグローバルに活躍してください、そして一番はこの地元・故郷を育てて欲しい、故郷のた
めにも頑張って欲しい、東高校を卒業したことに誇りが持てるような人になってください。個人・団体でも困ったこ
とがあったら遠慮なく相談してください、そのような窓口も設けております。」と挨拶しました。
　入会のことばでは、生徒代表の壁屋　臣君が「私たち第70回卒業生は、只今、本校同窓会に入会することを
認められました、誠にありがとうございます。思い返してみると、3年間でたくさんのことを学びました。今後、私
たちは嘉穂東高校で学んだことを生かしてそれぞれの進路へと旅立っていきます、そして、本校の卒業生として
の誇りと同窓会の会員であるという自覚を持ち、日々精進を重ねていくことを誓います。」と力強く挨拶しました。

　突然暑い日が、と思うと突如、寒すぎる日がやってきたり、集中豪雨、大降雪、地震等で恐怖心が高められ、大異
変とも思われる自然現象。他方、何とも悲しい人為的に醸し出された不安定な世情の中、母校同窓生諸氏におか
れましては、恙なくお過ごしのこととお慶び申し上げます。
　全国各地で活躍され、それぞれの道を歩み続けられている同窓生各位が故郷を思い、母校で過ごした青春時
代を回顧し、育んできた友情の温かさを懐かしむ同窓生の集いが、熊本から、関西、関東、福岡へと繰り拡がる季
節がやってきました。その各地でお世話しておられる方 の々ご苦労に衷心より感謝し、お礼を申しあげます。
　本部では2018年同窓会総会及び懇親会の開催に向けて、当番生は過去の当番を大成功させた先輩達の経
験を活かしながら全力を注いでいます。そこに母校の伝統と躍進する確かな存在を感じています。
  毎年発行されている東陵が、縦・横のつながりをより強固なものにしていくことの一助になることを強く願っています。
皆様方のご健勝、ご多幸をご祈念いたしております。

嘉穂東高校同窓会奨学金授与式

平成30年2月28日（水）

福岡県立嘉穂東高等学校同窓会　会長　藤江 文雄

　高校48回生（平成8年卒）、高校49回生（平成9年卒）同窓会委員への当番説明会をのがみプレジデントホテルにて
開催致しました。
　役員会主催で、来年当番を迎える48回生、再来年当番を迎える49回生の同窓会委員を迎え、当番の流れ（実行委員
会準備から解散までの概要・組織図の例）を説明いたしました。
　早めに声掛けをすることにより、10月の総会・懇親会で「次期当番生」としての準備が少しでもスムーズにいければ
と思います。また、今回は昨年当番が終了した46回生と、今年の当番47回生も同席され、今後の情報交換のための顔
合わせも出来ました。当番生の皆さんよろしくお願いします。

　現在、卒業時の同窓会委員の皆さんに連絡を取りながら、最近の当番生や同窓会理事の方からも48回生に知り合いがいれば、連絡をお願いしてい
るところです。お手伝いして頂ける方がひとりでも多く必要ですので、対象の方は下記までご連絡をお待ちしております。
〇嘉穂東高校同窓会事務局　電話0948-22-0071（上村）
〇嘉穂東高校同窓会公式ホームページアドレス：http://kahohigashi-doso.net

同窓会委員への当番説明会

来年2019年の当番は、高校48回生（平成8年卒業）の皆さんです。
いくつになっても、友人は財産です！ 20数年ぶりの再会から、新たな友達の輪が広がりますよ。

（平成30年3月卒業）
学生たちは国公立、私立大学など
希望の進路を歩んでいます。

※他、多数合格 ※合格者延べ人数

本部だより

同窓会役員の紹介

会　　長 藤　江　文　雄（高9）
副 会 長 永　末　英　雄（高20）
副 会 長 花　元　國　雄（高21）
副 会 長 井　上　有比古（高24）
副 会 長 小　池　千津子（高27）
総務部長 近　藤　哲　司（高31）
財務部長 榎　本　多賀子（高30）
企画広報部長 伊　藤　浩　之（高32）
監　　事 大　塚　修　一（高19）
監　　事 尾　篭　慎　吾（高31）

支 部 長 田　代　　勝　（高15）
副支部長 兒　嶋　佳　苗（高18）
副支部長 岩　佐　　守　（高19）
副支部長 花　岡　清　利（高19）
事務局長 小　川　民　夫（高20）
幹 事 長 武　谷　政　道（高21）
副幹事長 野見山　清　豪（高24）
広報局長 本　田　博　文（高23）
会　　計 入　江　裕　章（高21）
会　　計 淀　川　雄　治（高21）
会計監査 　藤　　正　敏（高18）
会計監査 　里　　弘　和（高22）

　「嘉穂東高校同窓会奨学金」の授与式を開催致しました。
同窓会給付型奨学金が創設され今年で4回目を迎えます。
　今年は平成30年3月19日に母校校長室にて、校長推薦
で選ばれた2名の生徒に藤江同窓会長より直接、奨学金が
手渡されました。（父兄同席のもと）
　この制度が、より高い目標を持ち努力を続けている生徒
の一助になればと願っています。

●規定
1.同窓会奨学金の区分、対象者及び給
付の額は、次の通りとする。
区分：特別
対象者：学校長推薦・特に成績優秀・品
行方正で他生徒の範となる者
金額：100,000円
適用：2名以内
第2条前条に定めのない事由が生じたと
きは役員会で定め、理事会に報告するも
のとする。附則この規定は、平成27年1月
13日から施行する。

進路実績

支 部 長 中　野　滋　徳（高12）
副支部長 木之下　喜久子（高15）
（事務局長）
副支部長 伊　藤　房　憲（高20）
（渉外・会計）
事務局員 村　山　夕紀子（高20）
（会計）
会計監査 野見山　照　久（高11）
会計監査 柴　田　芳　彰（高22）
活性化委員長 徳　永　秀　昭（高11）

支 部 長 田　中　良　一（高8）
副支部長 荒　牧　建　蔵（高15）
副支部長 長谷川　浩　二（高16）
事務局長 中　村　　英　（高11）
会　　計 伊　藤　日出雄（高21）
会計監査 花　村　二　郎（高26）

本部役員 福岡支部役員 東京支部役員 関西支部役員

事務局長 上　村　浩　朗（高35）

同窓会事務局

第70回生
平成30年2月13日（火）

平成30年3月19日（月）

▲イラスト提供　江頭　猛（高校36回生）
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★電話でお金はすべて詐欺！
★本当に息子かどうか、自分から電話を掛けて確認を！ 
★不審と思ったら、警察へ通報を！

注意
事項

ご注意ください!!

母校スナップ
Kahohigashi Snap

事務局長　上村 浩
朗（高校35回生）



同窓会支部だよ
り

総会・懇親会・同期
会

同窓生だより
嘉女26回生

同窓生だより
嘉女28回生

本部理事会

東京支部総会・懇親会の案内
■開催日：平成30年6月2日（土）　■場　所：ホテルグランドアーク半蔵門

　2017年同窓会総会・懇親会が「のがみプレジデントホテル」にて開催されました。総会では提出された全議案が可決されました。懇親会が
始まる前に、母校茶道部によるお茶のおもてなしがありました。オープニングは御神楽・吹奏楽部による演奏のあと、校旗入場、戸田実行委員
長による開会宣言、藤江同窓会長・来賓の方々によるごあいさつ、そして喜寿の先輩方による鏡開きからいよいよ乾杯です。各テーブルでは
久しぶりに再会した同級生との会話に花が咲き、会場は笑顔でいっぱい。還暦祝いでは28回生の皆さんが多数参加され、大抽選会では発
表される当選番号に一喜一憂、会場の盛り上がりもピークです。来年の当番生への引き継ぎ式を終え、応援団演舞、そして校歌と吾が逍遥
歌を会場全員で斉唱し、とても楽しい懇親会となりました。尚、当日会場内で募金のお願いを回らせていただき、クラブ後援会に61,875円、
熊本大分地震義援金に13,000円の協力をいただきました。
　今年当番の46回生の皆さん、本当にお疲れ様でした。
　そしてありがとうございました。

　本校への支援、予算・決算、事業計画・報告、同窓会規約や会費徴収から使徒
など様々な議題を審議し、同窓会の活性化のためにお集まりいただいています。

　皆さん、こんにちは。2018年度当番幹事の47回生です。現在、実行委員を中心に定例会
を重ね、同窓会に向けて日々取り組んでいるところです。卒業してそれぞれ頑張っている同
期生たちへ思いを伝えたい。そして、この同窓会のために一人でも多くの仲間が集まり、新た
な嘉穂東の風を起こしていきたいと考えております。平成30年10月27日は、ぜひ同窓会に
お越しください。心に残るような楽しい会にしたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいた
します。　　　　　　　　　　　　　 2018年度実行委員長    久家 一昭（高校47回生）

同窓会本部総会・懇親会の報告
■開催日：平成29年10月21日（土）　■場　所：のがみプレジデントホテル　　■http://kahohigashi-doso.net

2018年嘉女・嘉穂東高校同窓会総会・懇親会の案内
本年当番 47回生からのお知らせNEW

NEW

　早めに桜が散った新緑の大阪で第9回目の総会を開催しました。今回は「来年の
10周年への機運を高める」そのために「一人ぼっちの参加者を作らない」と役員
会・幹事会で話し合いました。呼びかけに関しては各回生の幹事さんが直筆の手紙
などを入れて案内を発送し、87名（昨年は64名）の参加となりました。
　企画も、「懇親は各テーブルの幹事さんがリードする」「テーブル対抗クイズ合戦
で紅白ひよ子を競ってもらう」「故郷を懐かしむスライドを上映する」「校歌は母校
吹奏楽部のカラオケで（本部当番生のリード）」など盛りだくさんとなりました。参加
の皆さんには満足いただける総会・懇親会となったと実感しました。
　来年は10周年。100名以上の参加で『同窓会は故郷を想う心の休憩所』となる
よう奮闘する所存です。

支部長　田中 良一（高校8回生）

　熊本市西区にお住まいの前田燁子（旧姓本田）さんは大正15年4月3日生まれの92歳になられ
ます。今年も元気に同窓会にご参加頂き、円卓の間を巡りながらスマートフォンで写真を撮られて
いました。
　熊本の天草にお生まれになって、小学校4年生の時にお兄様の勤務（三井山野病院）に伴い当時
の稲築小学校に転入され、昭和12年嘉穂高等女学校に入学されます。同級生50人あまりの中か
ら4名だけの合格という、県内屈指の難関校でした。当時の嘉穂高女は前年に立岩に移転したばか
りで、設備も不十分だったようで前田さん達女学生が遠賀川から砂を運び（えびじょうけリレー！）、
テニスコートを作られたそうです。それも夏休みに！そして、潤野の山に松の木を植樹に行き、その
後の下草刈りなどもなさったとかで、あのときの松の木はどうなっているだろうと気にかけておられ

ました。嘉女の先輩方は、お琴やお花など、おしとやかに過ごされていたと思っていただけに大変な驚きでした。
　女学校時代は卓球部に所属されていたそうです。そして、3年生の時に太平洋戦争開戦。期末試験初日、朝当時の講堂に集められ校長先
生から知らされ、不安なまま試験を受けたということです。まもなく勤労奉仕や体力作りのための40㎞行軍（立岩から潤野まで）が始まり、戦
時色が濃くなる中18年3月卒業。東京の日本女子大学文学部に進学なさったものの、いよいよ戦局が厳しくなり、
夏休みに帰郷なさいます。その後、ご兄姉と一緒に熊本にお移りになって、ご結婚、医療事務の仕事を長く続けら
れていました。
　前田さんは「嘉穂」という響きが大好きだとおっしゃいます。地名から消えてしまったことが本当に残念だと言
われていました。母校が長く続いていることが、自分にとって誇りであり、支えであるという言葉は、地元を離れ
た卒業生すべての思いでしょう。いつまでもお元気で、と願ってやみません。

　2017年の同窓会本部総会・懇親会を控えた、昨年の秋、当番生のもとに嘉女
28回生の先輩からお便りが届き、本総会に出席できない旨のご連絡がありました。
そのお便りをご紹介いたします。

このお便りと一緒に嘉女28回生の学生時代の思い出をつづった手記が同封されておりましたが、紙面での紹介スペースがとれませんでした
ので、同窓会ホームページの「同窓生だより」のページで掲載しております。
ご高齢により本同窓会にはご参加されなくても、旧友との貴重な月1回の集まりが、これからも長く続けていかれることをご祈念申し上げます。

　私共嘉女28回生は現在88歳及び89歳の者ですが、昨年の６月に88歳のお祝いをのがみプレジデントホテルにて30名程で開催しま
した。本同窓会には身体的に困難な為出席出来ず、本会でも何名か顛倒したり車椅子で参りました者も居ました。それでも戦時中一
緒に勤労奉仕致しました者同志として漸くその機会を得ました。
　その後、飯塚市内居住者12名程、市内の場所で当時の模様や現況等を話し合ったり致しております。（月１回）
でもどうしても私共の過去を知って頂き度く、この度の現状報告を致しました事をどうぞお汲み頂きたく取急ぎお届け致しました。
　本同窓会の御盛会をお祈り致します。

嘉女28回生一同　2017年10月

関西支部総会・懇親会の報告

「熱男・熱女(あつお・あつこ)青春再点火!!  魂は一つに繋がっている!!」
2017年度同窓会総会・懇親会テーマ

■開催日：平成30年4月21日（土）
■場　所：大阪キャッスルホテル3階 錦城閣
■http://www.geocities.jp/hoshi_soryuushi_0519/top.htm

　4月2日（土）37名のご参加を得て第14回「嘉女・嘉穂東会inくまもと」を
「アークホテル熊本城前」にて開催いたしました。
　地元熊本の他、鹿児島、福岡支部、飯塚の同窓生の皆様と、本部同窓会より副
会長様始め3名のご参加を頂き、母校の現在を遠く離れた熊本で知ることができ
ました。
　今回初めてのご参加の方3名と、嘉女26回前田様がお元気でご出席下さいまし
たことが大変喜ばしいことでした。今年も「熊本城主」の権利をくじ引き手3名の方
に進呈し、40回以降の若い方々のパワーも頂き、盛会のうちに幕を閉じました。
　熊本城も着々と復旧が進んでいます。来年も4月第1土曜日に熊本でお待ちし
ています。　　　　　　　　　　　　　　お世話係　畠山 祐子（高校32回生）

昨年度の総会では当番学年の19回生が、関東地区から16名、飯塚をはじめ関
西・名古屋の各地からは19名の参加となり、総勢では121名ものかつてない盛
大な総会となりました。
　“学び舎を同じくした”同窓会は、何十年経っても青春時代の何か原風景のよう
なものが見つかるようです。また、年に一回のイベントではありますが、学年を超
えた和やかな人間関係が総会を一層盛り上げてくれているように思いました。
　今年の会場は、皇居のお堀端近くの見晴らしの良いホテルグランドアーク半蔵
門です。そして恩師特別ゲストは安永道宏先生（国語担当）が参加予定です。皆
様の参加をお待ちしています。　　　　　　 支部長　中野 滋徳（高校12回生）

嘉女・嘉穂東会 in くまもとの報告

　昨年６月２４日、第２４回の支部総会・懇親会を開催しました。ここ数年２００名を超
す参加を目標に頑張ってきましたが、遂に２０８名の参加を得ることができました。
懇親会は、先輩方の祝舞いや詩吟で始まり、トランペット演奏等の出し物や逍遥歌
で大いに盛り上がりました。エンディングは、福岡支部では恒例となった「博多どん
たく総踊り」から、祝いめでた、博多手一本で締めと相成りました。支部総会の方で
は、高校１２回卒で元アサヒビール社長の荻田 伍（ひとし）氏から「ビールは麦酒」
という演題でビールの歴史や酒にまつわる楽しいお話をしていただきました。
　なお、今年の第２５回総会・懇親会は、従来の第３土曜日ではなく６月３０日（土）と
なっていますので、お間違えの無いようお願い申し上げます。新しい趣向を凝らして、
多くの皆さんのご参加をお待ちしております。　　  支部長　田代 勝（高校15回生）
福岡支部幹事会
 毎回多くの学年幹事さんにご出席いただき、昨年に引き続き２００名を超える参加
の支部総会・懇親会を目標に頑張っています。

福岡支部総会・懇親会の案内
■開催日：平成30年6月30日（土）　■場　所：天神スカイホール（西日本新聞会館16階）
■https://kahohigashi-fukuoka.blogspot.jp/ 

母校への思い ～前田燁子先輩からのメッセージ～
嘉女・嘉穂東会inくまもと　お世話係　畠山 祐子（高校32回生）

嘉女28回生の近況

※この紙面の中段の写真は、2017年総会・懇親会の模様です。

▲向かって左から2番目が前田さんです。

▲2017年懇親会に参加され、還暦祝いを受けられた高校28回生の皆さんです。

▲昨年の総会・懇親会

左：昨年度の戸田委員長 ▼

右：本年度の久家委員長

▲昨年の総会・懇親会

●スローガン：「東風吹かせ！ ～ともに永遠に～」
●開催日・会場：平成30年10月27日（土） のがみプレジデントホテルにて


